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１． はじめに 

 

 我々設計者が家やいろいろな建築の設計

の中で想定、選択する、家の中でほぼ唯一

「動く」装置である建具、その開閉方法の

種類はある程度限られています。しかし、

同時に、建具そのもののあり方を「発想」

するような機会に恵まれると、建具と建築

がお互いを生かしあうような生き生きした

空間が生まれることも多々体験します。 

 

状況に応じて壁になったり出入口になっ

たり、開け放てば全くの開口になったりと、

特に日本の建築における建具は、その用途

や季節、気候に応じて、「可変な空間」を積

極的にコントロールするという重要な役割

を担ってきました。 

 

徳島はかつて、日本で有数の木工産地で

ありました。船大工をその祖にもつと言わ

れる、かつて華やかであった建具・家具産

業も近年はその面影もなく、昨今では建具

も家具も、廃業や工場の閉鎖といったネガ

ティブな話の方が多いようです。 

 

今回、年に一度の全国建具組合連合会及

び建具展示会がここ徳島で開催されるこの

機会に、建築設計者、デザイナーの立場か

ら「建具」のことを少し考えてみたいと思

います。 

 

 

２． 日本の建築と建具 

 

 石と土、木と紙でできた伝統的な日本建

築。時代ごとにそのスタイルを変えつつも、

構成する素材はそう変わることなく木造建

築の文化は続いてきました。その中で木製

建具も蔀戸
しとみと

、板戸、障子、ふすま等等、建

物の用途や使われる場所によって素材、機

能を変えつつ連綿と生き続けてきました。   

 

 家のつくりを歴史的に見れば、竪穴式住

居のワンルーム空間から始まって、時代を

経るにつれて「仕切る」ということが家の

中で多くなっています。もともとワンルー

ムやそれに近いつくりの家でも、家の主人

の居場所、炊事をする場所、祭事の空間、

不浄の部分など、用途や誰がそこを使用す

るかによって暗黙の「結界」をもつのが日

本的なスタイルで、仕切りがあっても引き

戸が主流でしたが、異文化、欧米の住スタ

イル、個を尊重する家族のしくみの輸入な

どで物理的な「仕切り」、機能としてもプラ

イバシーを守りやすいドアへと大きく変わ

りました。昨今ではしかし、個の集団と化

した家族間のあり方そのものを見直し、そ

れにつれて引き戸を主な仕切りとする家が

再び増えてきています。 

 

 

３． 移り変わり 

 

 第二次世界大戦という大きな節目を経て、

戦災からの復興～高度成長～大量消費社会

へと、時代は急激に変わり、建築・住宅を

取り巻く状況は一変しました。 

 

時代の変遷とともに、木製建具はスチー

ルサッシ、アルミサッシに取って代わられ

ていきました。建材も、自然素材から工場

生産の新建材が主流となっていきました。

建物を採寸してから全ての建具を作るとい

った、家づくりにおける熟成したオーダー 

メイドシステムはどんどん失われていき、 

逆に家のほうを建材や建具、家具に合わせ 



 

てつくっておくという、本末転倒の「既製

品の世界」へと変わってしまいました。「自

然素材は傷がついて当たり前」だから大事

に扱う。といった、普通の感覚が失われ、

工業製品である自動車や電化製品と同じよ

うな「レディメイド」の住宅に麻痺させら

れ、「傷」イコール「クレーム」が一時当た

り前になってしまいました。スリッパを履

かないと歩けない、硬い塗装を施した硬い

フローリングや、呼吸することの無いビニ

ールクロスで覆い尽くされた内装などな

ど・・。シックハウス症候群による新建材

の世界への警鐘から自然素材が見直されは

じめるまでその状況は続きました。 

 

 住環境そのものも大きく変わりました。

塀に囲まれた独立した敷地の中の一戸建て

から狭小な間口の都市型住宅へ。次第に、 

建物同士の感覚は狭くなり、ゼロになり、

集合住宅もどんどん巨大化、高層化してい

きます。 

 

 その中で、建物内と外部との境界の扱わ

れ方も大きく変化しました。居住空間から

障子をはさんで広縁があり、その外側に障

子、ガラス戸があって、雨戸、そして軒下

空間、簾がかかって外に庭、庭の樹木の重

なりの向こうに塀がありそのまたかなたに

は山々が・・。中と外の間には幾重にも重

なった「装置」としての建具や、「空気」が

存在し、これはもちろん四季を心地よく過

ごすための機能でもありましたが、同時に

日本人の日本的で豊かな情緒の形成にも大

きく寄与していたと思われます。 

 

 狭い敷地を有効に使うため、隣地境界線

までの距離をいかに最小にするかに腐心し

なければならない状況の中ではそういった

「日本的な皮膜」はなかなか活かすことは

できません。「ガラス一枚」ですぐに外界と 

いうことになってしまいます。庇すら無い 

建物も多く、日射のコントロールを建築の 

 

 

方で行うのではなく、高気密高断熱＋エア

コンパワーでねじ伏せるということになり

がちです。安くて施工の簡単な新建材の普

及に伴って蔓延したシックハウス症候群も

２４時間換気というこれも電気の力でむり

やり解決。本来、建物がコントロールして

いた四季との付き合い方は設計手法の中で

はもうほとんど忘れ去られてしまいました。 

 

「日本的な皮膜」から「ガラス一枚」へ

の極端な移り変わり。かつてあった豊かな

感性と機能をうまく現代の建築の皮膜へと

変換できていないという気がしてなりませ

ん。「隙間風」をどう取り入れるか、ルーズ

さをどう表現するのかといった、かつてあ

った「曖昧さ」をどう受け継ぐのかという

あたりが、設計者の立場からも指物師の立

場からももう一度よく考えてみるべき領域

として残されたままのように思えます。 

 

 

４． 一間から１センチへ 

 

 前述の広縁から軒下～外部へと続く「日

本的な皮膜」の部分が仮に一間分（約1.8m）

あったとして、現代その代用をしているの

は、あったとして複層ガラスの約１セン

チ？ 笑い話のように聞こえますが事実で

す。これは、人間関係の変化とも符合して

いるように思えます。ご近所さんとのつな

がり、庭や軒下の共有スペースという、か

なり厚い皮膜を介しての余裕を持ったつな

がりから、壁一枚の、曖昧さの一切無い「直

（じか）」なつながりへ。個人個人が独立し、

権利を主張しつつ自分の領域を守り、同時

にインターネットという世界的なつながり

には直接入っていくという、まったく違っ

たスタンスの人間付き合いを多くの人がう

まくこなす複雑な社会。 

 

日本人に独自な、共存のための感性「曖

昧さ」はどんどん消されていっているよう 

にも見えますが、この、多様で多層な社会 



 

状況をかるがると乗り切っていける包容力、

もしくは柔軟さこそが「曖昧さ」のすばら

しさでもあるのかもしれません。 

 

 「一間」の間に表現されていた「日本的

な皮膜」、これを１センチに変換するときに 

どういう工夫ができるのか。多層で可変な

システムをどう翻訳できるのか。今まで使

われてこなかった素材が再発見されるかも

しれません。 

 

 建具屋さんの中には、木製建具からアル

ミサッシへの変換期に、アルミサッシをき

っちり仕事の一部に取り入れている会社も

多々あります。鉄と違ってノコで容易に切

ることができ、木と似た感覚で扱えるよう

です。また、ガラス、紙、多種多様な木材・・。 

もともと日本の建具は自然素材だから「あ

くまで木だけで」ということではなく、曖

昧さの「融通性」を生かして、素材はかわ

っても「手」や「木」の暖かさやよさを表

現できる道はあるように思えます。 

 

 

５． 手の仕事 

 

私たち設計者はもちろんですが、「もの

づくり」を仕事とする工務店や指物師の方

たちにとって、素材よりもっと大事なこと

もあるように思います。我々は「つくるよ

ろこび」を知っています。「つくるうれし

さ」も知っています。最後には「できた感

激をお客さんとわかちあう」ことも。 

トップの都合はお金の都合ですが、末端

の職人さんは常にお客さんの視線と反応を

直接感じています。やはり「ものづくり」

を直接自分の手で行っている人がお客さん

の前に出て行って話をし、提案をして、「と

もに作りあげる」という作業がとても大事

だと思います。我々設計者とともにつくっ

ていく「家」がようやく見直され始めてい

るのは、そういう部分にお客さんが価値を

見出し始めてくれたからだろうと思います。 

 

目の前のお客さんのために、「どうにか

しよう」「何とかいい方法考えよう」と、あ

がく中でこそいいものが生まれ、育ってい

くのだと思います。人と人との直接的なか

かわりこそ、その摩擦こそがなにかを生み

出すと信じたいものです。かつてはどの職

種もそうであったと思います。お客さんと

つくる人が直接顔をあわせていれば、まず

はみんな一所懸命に取り組むでしょう。そ

の二者の間に人が入れば入るほど「もの」

に「気持ち」は入りにくくなります。中間

にいる人はお金儲けしかすることが無いわ

けですから。昨今の構造計算偽装事件にし

ても、「お客さんの顔が見えない」ものづく

りの弊害という側面が非常に大きいと思わ

れます。 

 

 

６． 日本的なものの継承 

 

 前述の「曖昧さ」と同様に、いろんな場

面で日本人として「精神的」には受け継が

れている観念のようなものがあると思いま

す。「透け」、「ハレとケ」、「結界」・・・。

これらはいずれもまた「建具」の世界が日

本で人間が生きるための「機能」として具

現化し、継承してきたものといえます。障

子であり簾であり格子であり重層する建具

そのものであり・・。 

 

 破れる障子を張り替えるスペースが個人

の家にはもはやないので破れない障子が必

要？ 強固な錠前がないと安心して生活で

きないので玄関はやはり鋼製のドア？指物

師の家でも、「桟の埃掃除するのが面倒く

さい」から障子ナシ？現実も鑑みつつ・・ 

 

めんどくさがらずにお客さんの前に出て、

先代、先々代、昔からの職人社会が継承し

てきた日本建築文化そのものである「建具」

を、今の建築の中に「翻訳」して再び「輝

かせる」作業をもう一度しませんか一緒に。 


